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全
国
大
会
出
場
壮
行
会 

（
３
部) 

 

同
日
、
大
講
義
室
に
て
、
全
国
大
会

に
出
場
す
る
部
活
動
の
壮
行
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
顧
問
の
先
生
か
ら
全
国
大
会

の
説
明
と
代
表
生
徒
に
よ
る
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
校
長
先
生
と

生
徒
会
長
か
ら
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
日
々
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
悔
い
の
な
い
全
国
大
会
に
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。 

 

３
部
集
会 

 
 

 
 

 
 

 
 (

３
部) 

 

同
日
、
大
講
義
室
に
て
、
３
部
集
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
初
め
に
、
校
長
先
生
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
部
活
動
等
の
活
躍

や
夏
休
み
中
の
過
ご
し
方
な
ど
に
つ
い

て
話
さ
れ
、
生
徒
は
真
剣
な
眼
差
し
で
、

話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
次
に
、
生

徒
指
導
長
の
先
生
か
ら
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
長
期
休
み
を
利
用
し
て
、
自
分
の

視
野
を
広
げ
て
み
て
く
だ
さ
い
と
、
話
さ

れ
ま
し
た
。
生
徒
に
と
っ
て
、
こ
の
長
期

休
み
が
充
実
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 
         

  

Challenge 

Change 

１
年
次
系
選
択
説
明
会 

 
 

 
 

(

１
・
２
部) 

 

今
後
ど
の
系
に
、
進
む
の
か
選

択
す
る
た
め
の
説
明
会
が
、
６
月

６
日
（
月
）
と
７
月
１
日
（
金
）

に
、
本
校
の
大
講
義
室
と
各
教
室

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
系
で
学

ぶ
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
の
先
生

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
自
分

に
合
う
系
は
ど
れ
か
深
く
考
え
な

が
ら
、
生
徒
は
話
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。 

  

第４号 

号イ六

の里 

Chance 

 

表
彰
式 

１
・
２
部
集
会 

(

１
・
２
部) 

７
月

日
（
水
）
に
、
本
校

の
図
書
室
に
て
、
リ
モ
ー
ト
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
生
活
体
験
発
表
会

や
部
活
動
に
お
い
て
、
多
く
の
生

徒
が
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま

し
た
。
ま
た
、
全
国
大
会
や
近
畿

大
会
、
地
区
大
会
等
の
大
会
に
本

校
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。 

続
け
て
、
１
・
２
部
集
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
校
長
先
生
が
壇
上

に
立
た
れ
、
話
さ
れ
ま
し
た
。 

  

令和４年 

表
彰
式  (

３
部) 

７
月

日
（
水
）
に
本
校
の
大

講
義
室
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

生
活
体
験
発
表
会
の
上
位
３
名
と 

兵
庫
県
大
会
に
て
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
部
活
動
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
代
表
の
生
徒
は
、
校
長

先
生
よ
り
表
彰
状
や
盾
な
ど
を
授

与
さ
れ
、
生
徒
か
ら
は
拍
手
に
よ

り
、
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。 

  

（
多
部
制
） 


